
【発注時】

【契約時】

落札決定 契約締結 工期の始期 工期の終期

前払金の請求が可能

① 工期変更の請求があり、全体工期の終期までの間で工期を延長した場合

【当初契約時】

落札決定 契約締結 工期の始期 工期の終期

【変更契約時】

落札決定 契約締結 工期の始期 工期の終期

② 工期変更の請求があり、工期の始期及び終期を繰り上げした場合

【当初契約時】

落札決定 契約締結 工期の始期 工期の終期

【変更契約時】

落札決定 契約締結 工期の始期 工期の終期

③ フレックス工期制実施要領の運用 【発注者が工事の始期に期限を設けて実施する必要がある場合】

【発注時】
契約締結日の翌日 工事の始期に期限を設定

【契約時】

契約締結

工期の始期を決定　（例：平成31年3月19日） 工期の終期

余裕期間 実工期（契約書に記載される工期）

前払金の請求が可能

3/5 3/22

余裕期間 通常工期

3/19

（例：平成31年3月5日） （例：平成31年3月22日）

全体工期

実工期［受注者が設定した工期］

全体工期の終期

余裕期間 実工期（契約書に記載された工期）

全体工期

実工期［受注者が工期の変更を請求した工期］

全体工期の終期

余裕期間 実工期（契約書に記載される工期）

※ 工期変更の請求の際、①＋②の変更も可能

余裕期間 実工期（契約書に記載される工期）

全体工期の終期

余裕期間 実工期（契約書に記載される工期）

全体工期

実工期［受注者が設定した工期］

全体工期の終期

余裕期間 実工期（契約書に記載された工期）

全体工期

実工期［受注者が工期の変更を請求した工期］

全体工期の終期

実工期［受注者が工期の始期と終期を設定］

フレックス工期制概要図

全体工期　［発注者があらかじめ設定した通常工期と余裕期間の合計］

余裕期間 通常工期

全体工期

【余裕期間】

・工事現場の管理は、発注者が行います。

・資材の搬入、仮設物の設置等の準備工事を含め、工事に着手できません。

・主任技術者又は監理技術者の配置を要しません。

落札決定後、

契約までの間に、

「工期申出書」

により工期を申出

【工期の変更】

契約締結後、労働者や資材等の確保のため

工事工程を見直す場合は、全体工期内で、

実工期の変更を請求することが可能

通常工期より短い期間を設定することも可

受注者は、契約締結日の翌日から発注者が設定した工事の始期の期限までの間で

工期の始期を決定する。


